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会
期
／
前
期
　
令
和
元
年
11
月
15
日
（
金
）
〜
11
月
20
日
（
水
）

　
　
　
後
期
　
令
和
元
年
11
月
22
日
（
金
）
〜
11
月
27
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
一
般
社
団
法
人
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
十
年
手
元
に
持
つ
と
、
真
に
自
分
の
「
作
品
」
と
な
り

ま
す
。
十
年
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
最
低
で
も
五
年
は
手
元
に
持
っ

て
自
分
の
「
作
品
」
と
し
て
愛
情
を
か
け
て
欲
し
い
。

そ
れ
く
ら
い
心
の
余
裕
が
無
く
て
は
、
楽
し
さ
が
わ
い
て
こ
な
い
し
、

心
の
眼
も
、
真
の
審
美
眼
も
開
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ち
、
個
性
的
な
作
意
と

創
意
で
作
る
。
そ
こ
で
初
め
て
芸
術
た
り
う
る
も
の
が
誕
生
す
る

の
で
す
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
盆
栽
界
の
発
展
の
た
め
に
真
の
盆
栽
の

「
作
家
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ギャラリートーク（解説・山田理事長）

前
　
期

五葉松　鉢：勝山袋式楕円 　山田登美男（埼玉県）

五葉松の形態で、これほど清々しい風情を表した景色も珍しいと思います。特に根元の株立状の立ち上がり、その丹精な
幹肌は格別です。鉢との調和にも工夫をこらしました。

企
画
展
　
第
28
回

 

作
家
展

[

日
本
盆
栽
作
家
協
会]



五葉松　鉢：平成渡長方　　今井 千春（神奈川県）

この五葉松は、立ち上がりのサバ幹に魅力を感じ、３年程前に入手しました。上部の枝を抜き天ジンにすることで、
樹高縮小と共に、より迫力のある姿になりました。まだ未完成ではありますが、今後も枝作りに専念し、樹格
向上を目指したいと思います。

姫しゃら　鉢：白交趾楕円　　須藤 雨伯（栃木県）

姫しゃらの優雅な「艶
つや

の美」が好きで、多くの盆栽を丹精してまいりました。しかし、現在はこの一鉢だけが
生き残り生命を美しく輝かしております。幹肌の色気、幹の優美な立ち姿、繊細な枝の妙味、私はこの美しい
姿に小堀遠州の「綺麗さび」を観ます。

五葉松
鉢：南蛮丸

矢内 信幸（大阪府）

昭和初期に発表された古木で、
その当時有名な小林作太郎氏
が手がけた文人風な山採りの
五葉松です。昭和・平成を代
表する盆栽愛好家である髙木
禮二氏が愛蔵された一鉢でも
あり、今日、改めて完成に近い
姿での出展となります。

五葉松　　
鉢：和丸

山崎 純一（富山県）

入手以来、約 15 年
間育ててきました。
はじめは人工的な曲

くせ

が目に付きましたが、
古さが出ると目立た
なくなりました。今
後は葉数を減らし、
小さくまとめてゆき
たいと思います。



赤松 　鉢：南蛮丸　　米沢 増雄（東京都）

細幹の素材を生かして観賞できる盆栽は、多くの愛好者が望んでいるところですが、この樹はまさにそれを体現した
作品といえます。今後の更なる培養を楽しもうと思います。

真柏　鉢：紫泥長方　　菊岡 成泰（奈良県）

山採り品の真柏で、四国の石
いしづちさん

鎚山の産出と思われます。非常に珍しく、私の所蔵する中でも特に貴重な
一鉢です。

五葉松　
鉢：和外縁丸

野上 和義（富山県）

懸崖として仕立てら
れた五葉松を、10 年
ほど前に根上りの吹
き流しとして改作し
た作品です。立ち上が
りから幹の流れには
風雪に耐え、しっか
りと根付く自然樹の
厳しさが感じられま
す。今回が初出展と
なります。父から受
け継いだ盆栽と共に、
私も盆栽作家として
成長していきたいと
思います。

五葉松
鉢：中渡紫泥玉縁楕円

馬場 守一（群馬県）

樹勢維持に努めていま
す。枝をコンパクトにま
とめました。
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２
０
０
５
年
、
秋
の
京
都
で
開
催
さ

れ
た「
世
界
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
サ
ミ
ッ
ト
」

に
お
い
て
京
都
造
形
芸
術
大
学
副
学
長

の
千
住
博
氏
が
基
調
講
演
さ
れ
、

「
最
近
、
料
理
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
芸

術
の
二
大
横
綱
と
い
わ
れ
て
い
る
。
美

し
い
庭
や
盆
栽
に
は
作
り
手
の
心
が
あ

り
、
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
。
芸
術
は

平
和
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

作
家
の
川
端
康
成
氏
も
同
様
の
こ
と

を
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
ス
エ
ー
デ
ン
・

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
授
賞
式
に
お
い

て
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
人
の
生
活
様
式
に
お
い
て
日
本

庭
園
は
大
切
な
も
の
で
す
が
、
日
本
庭

園
の
石
組
み
や
植
物
の
配
置
を
追
求
し

て
い
く
と
盆
栽
に
つ
き
あ
た
り
ま
す
。

私
は
、
盆
栽
と
は
自
然
と
共
生
し
、

日
本
の
四
季
を
生
活
に
取
り
込
ん
だ
精

神
文
化
の
造
形
美
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
盆
栽
会
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

盆
栽
会
は
盆
栽
は
芸
術
と
す
る
論
が
圧

倒
的
に
優
勢
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
会
則
の
目
的
に
盆
栽
を

芸
術
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ

で
は
盆
栽
を
非
常
に
古
い
日
本
の
芸
術

と
し
て
百
科
事
典
な
ど
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
私
共
の
作
家
協
会
の
意
義
と
し

て
大
切
に
し
た
い
の
は
、盆
栽
は
「
芸
術
」

の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
盆
栽
作
家
達
が
名

品
作
出
に
励
む
こ
と
で
「
園
芸
家
」
か
ら

「
芸
術
家
」と
な
る
の
を
応
援
し
、社
会
的
・

文
化
的
貢
献
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
「
芸
術
」
と
い
う
概
念
を
通
じ

て
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成
し

た
い
。

更
に
芸
術
論
的
に
盆
栽
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
盆
栽
の
芸
術
的
特
性
や

他
の
芸
術
と
の
異
同
優
劣
を
究
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
心
を
新
た
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

１
９
９
３
年
に
私
が
大
変
に
親
し
く

し
て
い
た
だ
い
た
（
故
）
丸
島
秀
夫
先

生
（
弁
護
士
、
日
本
盆
栽
学
会
副
会
長
、

他
）
が
盆
栽
の
芸
術
性
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

盆
栽
界
で
は
圧
倒
的
に
「
盆
栽
は
芸

術
な
り
」
の
論
が
多
い
。
盆
栽
が
芸

術
で
あ
る
と
し
て
盆
栽
作
り
に
日
夜

懸
命
に
努
力
し
て
い
る
人
達
が
沢
山

い
る
。
明
治
25
年
に
は
東
京
で
大
規

模
な「
美
術
盆
栽
大
会
」が
開
か
れ「
美

術
盆
栽
図
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
盆
栽
が
芸
術
で
あ
る
か
ら

こ
そ
「
一
般
社
団
法
人
日
本
盆
栽
協

会
」
は
農
林
省
で
な
く
、
文
化
庁
に

所
属
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
共
が
青
年
の
頃
（
30
〜
35
才
頃
）

は
、
会
員
10
万
人
運
動
を
目
指
し
た

時
代
も
あ
っ
た
。
今
日
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
き

れ
な
い
で
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し

反
面
、
外
国
で
は
平
和
な
盆
栽
芸
術

は
大
変
に
人
気
と
な
り
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
す
。

一般社団法人日本盆栽作家協会

理事長　山田登美男

◆ 一般社団法人 日本盆栽作家協会 の意義

 21世紀はアートの時代といわれる

《BONSAI》

真柏（銘：令和の輝）    掛軸：「和」平櫛田中 書



さいたま市大宮盆栽美術館　開館10周年記念春季特別展　シリーズ・現代の盆栽家Ⅲ

山田登美男  ― 盆栽、美の探求
未 完 の 芸 術 、 終 わ り な き 挑 戦

令和２年（2020 年）１月 31 日〜３月１日　於）さいたま市大宮盆栽美術館

さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
の
現

代
の
著
名
な
盆
栽
家
を
紹
介
す
る
シ

リ
ー
ズ
第
３
回
展
と
し
て
、
当
協
会
理

事
長
の
山
田
登
美
男
氏
を
取
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
模
様
の
一
部

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
山
田
氏
が
盆
栽
家
と
し

て
盆
栽
の
「
美
」
を
追
い
求
め
、
日
々

盆
栽
と
対
峙
す
る
中
で
生
ま
れ
て
き
た

傑
作
盆
栽
の
中
か
ら
毎
週
異
な
る
作
品

を
５
週
間
に
わ
た
り
展
示
、
ま
た
、
山

田
氏
が
創
始
し
た
「
彩
花
盆
栽
」
や
盆

栽
家
・
山
田
登
美
男
の
盆
栽
づ
く
り
の

意
図
や
哲
学
、
信
念
な
ど
も
深
く
掘
り

下
げ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

作
家
ご
あ
い
さ
つ

 

私
が
盆
栽
の
道
を
志
し
、
盆
栽
の
制

作
を
重
ね
て
は
や
50
数
年
の
時
が
経
ち

ま
し
た
。
そ
の
間
、
川
端
康
成
の
「
人

を
春
に
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
も
導
か

れ
、
今
回
は
そ
の
成
果
と
し
て
、
梅
と

桜
を
中
心
に
、
松
の
盆
栽
な
ど
と
調
和

し
た
展
示
を
試
み
ま
す
。

皆
さ
ま
に
、
私
の
盆
栽
で
表
現
す
る

「
新
春
の
日
本
の
美
」
を
感
じ
て
頂
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。

盆
栽
づ
く
り
の
意
図
、
哲
学
、
信
念

◆ 

自
然
ら
し
く
、
美
し
く
　

　

― 

創
作
に
お
け
る
、“
ら
し
さ
”
の
美
学

  

  ◆ 

古
瓦
に
咲
い
た
花 

― 

彩
花
盆
栽
の
誕
生

◆ 

盆
栽
の
飾
り 
― 

美
と
調
和

盆
栽
は
、
一
般
的
に
は
、

幹
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
枝

を
人
為
的
に
整
え
て
仕
立
て

ら
れ
る
の
で
す
が
、
山
田
が

手
が
け
る
盆
栽
で
は
、
い
わ

ゆ
る
「
忌
み
枝
」
と
し
て
幹

の
前
面
に
か
か
る
不
要
な
枝

も
、
あ
え
て
残
し
て
創
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
盆
栽
は
、
自
然
ら
し
さ

が
な
き
ゃ
い
か
ん
」

山
田
が
こ
う
語
る
と
お

り
、
こ
の
完
璧
す
ぎ
な
い
枝

づ
く
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
盆
栽
は
、
穏
や
か
さ
や

厳
し
さ
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然

の
ま
ま
の
風
景
を
連
想
さ

せ
、
自
然
の
あ
る
べ
き
姿
や

美
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
の

で
す
。
自
然
の
風
景
に
正
解

が
無
い
よ
う
に
、
盆
栽
の
表

現
に
も
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
山
田
が
自
然
ら
し

さ
を
追
い
求
め
て
作
り
あ
げ

た
盆
栽
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

枝
の
表
現
が
見
所
で
す
。

現
在
、
清
香
園
の
代
名

詞
と
も
い
え
る
「
彩
花
盆

栽
」
は
、
山
田
と
天
平
時
代

（
７
２
９
〜
７
４
９
年
）
の

古
瓦
と
の
出
会
い
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。
盆
栽
修
行
を
重

ね
、
そ
の
道
で
生
き
て
い
く

こ
と
を
決
意
し
た
山
田
が
、

あ
る
時
ふ
と
目
に
し
た
古
寺

に
落
ち
た
一
枚
の
瓦
。
よ
く

見
る
と
、
ど
こ
か
ら
飛
ん

で
き
た
の
か
、
瓦
に
ひ
っ

そ
り
と
咲
く
小
さ
な
草
花

の
姿
―
。

そ
の
様
子
に
感
動
し
た
山

田
は
、「
盆
栽
は
人
の
心
に

寄
り
添
い
、
草
花
と
共
に
平

和
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。
こ

の
感
動
が
、
瓦
に
草
花
を
寄

せ
植
え
に
す
る
、
彩
花
盆
栽

の
原
型
と
な
っ
た
の
で
す
。

人
々
が
ひ
と
つ
の
地
球
に
寄

り
添
い
生
活
し
て
い
る
よ
う

に
、
一
鉢
に
色
と
り
ど
り
の

草
花
を
寄
せ
植
え
る
。
彩
花

の
“
彩
”
は
、「
彩
の
国
さ

い
た
ま
」
の
“
彩
”
で
も
あ

り
ま
す
。
色
彩
豊
か
な
、
さ

い
た
ま
発
の
新
し
い
盆
栽
の

流
儀
「
彩
花
盆
栽
」
は
、
こ
う

し
て
誕
生
し
た
の
で
す
。

「
最
終
的
に
、
盆
栽
は
座
敷
に

飾
っ
て
眺
め
る
芸
術
で
あ
る

べ
き
」

山
田
の
盆
栽
の
美
学
に
関

す
る
強
い
信
念
は
、
高
い
格

調
を
備
え
た
盆
栽
の
「
飾
り
」

へ
の
志
向
と
、
飾
り
に
お
け

る
空
間
の
美
を
追
求
し
た
盆

栽
づ
く
り
に
宿
っ
て
い
ま

す
。「
盆
栽
美
を
深
め
る
た

め
に
は
、
陳
列
（
飾
り
）
を

繰
り
返
し
繰
り
返
し
や
っ
て

い
か
な
い
と
気
が
つ
か
な
い

と
い
う
こ
と
が
沢
山
あ
る
」

と
山
田
が
語
り
ま
す
。
飾
り

に
は
、
脇
に
添
え
る
草
花
や

石
、
背
景
に
合
わ
せ
る
書
画

に
関
す
る
見
識
も
必
要
で
す

が
、
そ
れ
ら
と
調
和
す
る
空

間
を
創
り
出
す
盆
栽
作
り
が

最
も
重
要
と
い
え
ま
す
。
全

て
が
調
和
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
飾
り
の
美
的
空
間
が
生

ま
れ
る
の
で
す
。

生
き
た
芸
の
道
、
盆
栽
道

を
伝
え
て
い
る
山
田
の
原
動

力
は
、
盆
栽
の
飾
り
を
通
じ

て
、
は
じ
め
て
対
峙
す
る
こ

と
に
な
る
、
盆
栽
の
美
に
対

す
る
あ
く
な
き
探
究
心
に
あ

り
ま
す
。

清香園  四代目園主
1938 年 生 ま れ。
65 年、清香園三代
目のもとで盆栽修
業に入る。日本盆
栽作風展では外務
大臣賞、内閣総理
大臣賞等を多数受
賞。83 年、清香園
四代目継承。91 年、
日本盆栽作家協会

を設立。ヨーロッパに同協会支部を設立し、イ
タリア、スペイン等で盆栽指導を行い、活躍の
場を世界に広げている。同年三越新宿店にて「彩
花盆栽」を発表。現代における盆栽愛好者層の
拡充に大きく貢献している。

あゆみ
◆ 三代目・釜次郎と四代目・登美男

1965 年、三代目・釜次郎のもとに山田が会社
勤めから一 念 発 起 して弟 子 入 り。83 年、
四代目継承。

　
◆ 作風展における盆栽展示

1976 年、当時、盆栽の道に入って 10 年余
であったが、「第１回 作風展」で入選を果
たし励みになった。その後も入賞が続き、
第 10 回展では「内閣総理大臣賞」を受賞。
盆栽家としてのあゆみは作風展を介して着実な
ものとなった。（右写真）

　
◆ 日本盆栽作家協会の立ち上げ

1991 年、日本の盆栽文化の発展と芸術性の
追求・研鑽を図る研究会を立ち上げた。この
研究会が「一般社団法人日本盆栽作家協会」
設立へと発展した。

　
◆ ヨーロッパへの盆栽指導

海外でも展覧会等の活動を広げ、その後「ヨー
ロッパ支部」の設立に至り、その指導にあたっ
ている。山田の盆栽飾りは、外国の愛好家に
も大きな影響を与え、ヨーロッパで「KAZARI」
の本も出版され、今や世界に広がっている。

作家プロフィール 

山田 登美男

誌面協力：さいたま市大宮盆栽美術館
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ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
さ
れ
る
第

15
回
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ 

２
０
１
９
の

大
会
に
弟
子
の
神
く
ん
と
養
田

く
ん
を
連
れ
ホ
ー
チ
ミ
ン
へ
。

ベ
ト
ナ
ム
は
4
度
目
の
訪
問
と

な
る
が
来
る
た
び
に
人
々
の
持

つ
活
気
に
驚
か
さ
れ
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
マ
ス
ク
を
つ
け
2
人
乗

り
に
3
人
が
乗
っ
た
バ
イ
ク
が

青
信
号
と
同
時
に
街
の
中
を
走

り
抜
け
て
い
く
光
景
は
蜂
の
大

群
が
飛
行
す
る
よ
う
だ
。
ベ
ト

ナ
ム
の
平
均
寿
命
を
調
べ
て
み

る
と
国
民
の
平
均
年
齢
は
29
歳
、

日
本
の
平
均
年
齢
は
49
歳
な
の

で
20
歳
も
の
年
齢
差
が
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
と
い
え
ば
「
熱
帯

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
」
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ　

Ｍ
Ａ
Ｋ　

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

名
誉
会
長
に
招
待
さ
れ
た
の
は

な
ん
と
高
層
ビ
ル
30
階
建
て
の

高
級
日
本
料
理
店
。
日
本
の
六

本
木
ヒ
ル
ズ
顔
負
け
の
圧
倒
的

な
夜
景
だ
っ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン

は
世
界
か
ら
不
動
産
投
資
が
加

熱
し
、市
の
至
る
所
で
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
が
相
次
ぐ
。

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ 

２
０
１
９
の
会

場
は
ス
オ
イ
テ
ィ
エ
ン
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
い
う
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
も
唸
る
か
の
よ
う
な
広
大

な
遊
園
地
だ
。
会
場
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
仏
教
と
道
教
が
南
国

の
景
色
の
な
か
で
融
合
し
壮

大
な
世
界
観
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
盆
栽
と
水
石
、鉢
が
千
メ
ー

ト
ル
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

６
０
０
点
以
上
展
示
さ
れ
て
い

る
様
子
は
も
は
や
ア
ジ
ア
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
各
地
の

展
示
会
を
観
て
き
た
が
展
示
の

長
さ
は
世
界
一
だ
。

展
示
の
内
容
は
日
本
で
は
観

ら
れ
な
い
亜
熱
帯
紀
行
の
植
物

が
珍
し
か
っ
た
。
小
品
盆
栽
は

枝
分
か
れ
が
細
か
く
ま
と
め
ら

れ
て
あ
り
、
大
型
の
盆
栽
も
古

い
幹
の
味
わ
い
に
合
わ
せ
、
線

の
動
き
が
見
事
に
表
現
で
き
て

い
る
も
の
も
あ
り
将
来
性
に
期

待
が
か
か
る
。
陳
列
か
ら
ベ
ト

ナ
ム
人
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と

繊
細
さ
が
同
時
に
感
じ
ら
れ
た
。

今
後
、
展
示
会
を
す
る
時
は

盆
栽
展
示
の
間
隔
を
も
う
少
し

広
く
と
り
、
鉢
や
卓
机
の
組
合

せ
を
ど
う
工
夫
す
れ
ば
良
く
な

る
か
考
え
れ
ば
よ
り
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は

初
日
の
開
幕
式
後
8
カ
国
の
参

加
者
が
同
時
に
行
っ
た
。
私
の

盆
栽
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
大
音
量
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
背
景
に
素
材
の
樹
齢
35
年
、

樹
高
1
メ
ー
ト
ル
の
台
湾
真
柏

を
電
動
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
彫

刻
を
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

見
せ
た
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

目
的
は
盆
栽
を
作
る
楽
し
さ
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
。
特
に
大
会
役
員
の
デ
ィ
ン

さ
ん
が
見
事
な
司
会
を
し
な
が

ら
ベ
ト
ナ
ム
ビ
ー
ル
の
差
入
れ

を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
私
の

ジ
ョ
ー
ク
に
磨
き
が
か
か
っ
た
。

会
場
は
学
び
あ
り
、
笑
い
あ
り

の
楽
し
い
雰
囲
気
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
、
世
界
中

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
盆
栽
界
に
於
い
て

も
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
と
な
っ
て
い
る
。
毎

年
秋
に
京
都
の
都
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
る
「
日
本
盆

栽
大
観
展
」
が
今
年
で
40

回
目
の
節
目
な
の
に
中
止

と
な
っ
た
。
ま
た
12
月
に

開
催
さ
れ
る
第
46
回
の「
日

本
盆
栽
作
風
展
」
も
中
止

と
な
っ
た
事
は
本
当
に
残

念
で
あ
る
。

今
の
私
が
あ
る
の
は
、

32
年
前
に
「
日
本
盆
栽
作

風
展
」
で
私
が
一
位
の
盆

栽
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
事
が
、私
に
と
っ

て
大
き
な
自
信
と
励
み
に

な
り
、
精
進
し
た
結
果
で

あ
る
。

私
案
で
は
あ
る
が
「
大

観
展
」
の
場
合
は
、
愛
好

家
の
皆
様
の
健
康
と
安
全

を
考
慮
し
て
、
中
止
も
仕

方
が
な
い
と
思
え
ま
す
が

人
の
少
な
い
上
野
グ
リ
ー

ン
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
る

「
作
風
展
」
は
業
者
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
対
策
を
思
案
し

盆
栽
作
家
の
作
品
の
審
査

会
だ
け
で
も
行
い
、
記
録

と
若
い
世
代
の
作
家
を
育

て
る
事
が
「
作
風
展
」
の

本
来
の
目
的
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

人
間
は
切
磋
琢
磨
し
あ

い
成
長
す
る
も
の
で
あ
る
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
高
校
野
球
な

ど
も
人
を
育
て
る
為
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
創
始
者

で
あ
る
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男

爵
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
勝

ち
負
け
よ
り
も
参
加
す
る

事
に
意
義
が
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
参
加
す

る
ア
ス
リ
ー
ト
達
や
観
戦

す
る
多
く
の
人
々
に
感
動

を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
来
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
開
催
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
？　

多
く
の
若

者
達
の
夢
や
目
標
を
奪
い

た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
受
け
て
、
私
達

は
ど
の
よ
う
な
時
代
に
突

入
し
た
の
か
？　

日
本
の

哲
学
者
、
梅
原
猛
先
生
は

「
人
間
は
普
段
は
、
自
己
の

実
存
か
ら
眼
を
そ
ら
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
い
け
な
い
。
も
う
一
度

人
間
は
自
己
の
真
実
の
姿

を
直
視
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。」
今
回
の
よ
う
な
天

災
の
不
安
が
、
人
間
が
本
来

あ
る
と
こ
ろ
の
自
己
を
自
覚

す
る
時
代
の
流
れ
で
は
？

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
サ
ツ
キ
や
盆
栽
の
魅

力
と
対
峙
す
る
事
を
私
は

お
薦
め
し
た
い
。
日
本
文

化
論
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
る
栗
田
勇
先
生
は

「
盆
栽
発
見
」
の
著
書
の
中

で
盆
栽
は
「
超
芸
術
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
盆

栽
が
植
物
で
は
じ
め
か
ら

生
命
が
あ
る
事
と
、
完
成

ま
で
の
時
間
が
長
い
事
で

あ
る
。
栗
田
先
生
は
「
私

は
数
年
前
、
突
然
、
盆
栽

の
生
命
に
触
れ
た
。
盆
栽

は
、
生
々
と
し
て
深
い
世

界
を
私
の
暮
ら
し
の
中
に

開
い
て
く
れ
た
。
日
々
盆

栽
と
暮
ら
す
こ
と
は
、
自

分
の
人
生
と
向
か
い
あ
っ

て
改
め
て
確
か
め
な
が
ら

過
ご
す
の
に
似
て
い
る
。」

と
こ
う
述
べ
て
い
る
。

今
回
の
天
災
は
人
の
生
命

だ
け
で
な
く
、
経
済
や
教
育

危
機
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
気
持

ち
を
切
り
替
え
、
自
粛
を

機
会
に
盆
栽
の
耽
美
に
浸

り
ふ
け
る
事
も
い
い
の
で

は
。
ま
さ
に
晴
耕
雨
読
を

手
本
に
す
る
べ
き
で
は
。

自
分
な
り
の
も
の
の
見
方
考
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林 

國
雄
　

（当協会理事）

小林 國雄

★

（第 15 回 アジア太平洋盆栽水石大会）
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作 家 展 主 旨

本
協
会
が
主
催
す
る
作
家

展
は
、
生
き
た
伝
承
芸
術
、

盆
栽
作
家
の
精
神
高
揚
と

高
度
な
盆
栽
美
を
作
出
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

盆
栽
作
家
は
人
間
性
の

豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
自

然
愛
を
基
本
と
し
た
芸
風

を
作
品
に
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
、
最
も
大
切
で
あ
り
、

お
互
い
を
研
鑽
し
合
い
、

盆
栽
文
化
の
一
層
の
発
展

を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
盆
栽
作
家
を

め
ざ
す
条
件
は
大
変
に
厳

し
く
、
自
然
と
の
調
和
を

図
り
、
永
い
修
練
の
中
か

ら
体
得
し
、
そ
の
積
み
重

ね
か
ら
美
の
心
を
包
合
す

る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
今

日
の
作
家
群
が
明
日
の
社

会
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ボ
ン
サ
イ
・
ア
ー
ト
と
し

て
、
環
境
保
全
等
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

第
28
回 

作
家
展

　
後
　
期

ギャラリートーク
（解説・山田理事長）

会員募集のご案内　
弊会は、昨年より新たに法人として活動を開始し、盆栽の芸術的、社会的、国際的評価の向上及び盆栽

作家の養成に、より一層力を尽くしてまいる所存でございます。
そしてこの機会に広く門出を開いて新たなる会員を募集することとなりました。
当会の活動趣旨に賛同頂き、盆栽作家を目指したいという方々のご参加を是非お待ちしております。

　　					      	   　　一般社団法人日本盆栽作家協会

         一般社団法人日本盆栽作家協会   規 約 （ 抜 粋 ）

（入会）入会にあたっては、推薦人１名が必要。
（会員たる資格の取得）入会金 10 万円。
（会費）　会員の会費は以下に掲げるとおりとする。
　　　（１）正会員　　年 10,000 円
　　　（２）賛助会員　会費は徴収しない
　　　（３）名誉会員　会費は徴収しない　	

（費用負担）�正会員及び賛助会員は、本会が主催する作品発表会、展示会等に作品を出品
する場合には、その管理料、運営費等として金 10,000 円を納めるものとする。

《ニコニコ美術館》で、盆栽展を生中継！

2020 年 3 月 20 日、コロナ禍で日本中で多数
のイベントが中止に追い込まれる中、新しい試み
としてインターネット配信による、『春の花もの
盆栽展』（さいたま市大宮盆栽美術館）の生中継
が実現しました。

結果は大好評 !　多数の視聴数を得たとのこと
で、ネット配信という新しい媒体の有用性が示さ
れ、今まで盆栽展に足を運んだことの無い層にも
盆栽の良さを伝えることができました。

当 日 は、 橋 本
麻里氏《ニコニコ
美術館》を司会
に、石田留美子氏（大宮盆栽美術館　学芸員）、
そして大宮盆栽美術館の盆栽管理官であり、当協
会の理事長でもある山田登美男が解説者として出
演し、お花見ができない分、大宮盆栽美術館の盆
栽で日本の春を満喫しました。

※ ニコニコ生放送は、ドワンゴが提供する niconico のライブストリーミングサービスです。

※ 入会申し込み先は、巻末下欄の当協会の連絡先です。



山
さ ん し ゅ ゆ

茱茰　　

鉢：和長方

風間 雄一（千葉県）

中国、朝鮮半島原産の
ミズキ科の落葉高木で
す。長年の手入れによ
り小枝はほぐれ、雄大
な景色を連想させてく
れます。鉢持ち込みの
非常に古い一樹です。

杜松

鉢：山秋太鼓胴丸

秋山 実（山梨県）

杜松はジン・シャリの先
端が鋭く真っ直ぐに尖り、
真柏とは違う趣がありま
す。捻転も少なく、樹形
も真っ直ぐに伸び、その
性質がよく現れています。
杜松らしい真っ直ぐな幹
と厳しい環境で樹芯が枯
れてもなお耐えて育ち続
ける樹形を表しました。
右の枝を切除し、左の枝
のみを使い、さらに厳し
い情景を作りあげました。

赤松　鉢：和木瓜　　山口 理津子（東京都）

厳しい環境で長い年月を経たであろう、野趣が見所の赤松です。型にとらわれない樹形で、山ずれの味わいを表現
できていると感じます。大自然の木々から学ぶ事の多い盆栽ですが、この樹から何か感じて頂けたら幸いです。

真柏（銘：雲龍）　鉢：紫泥外縁長方　　小林 國雄（東京都）

水
み ず す

吸いの躍動感と捻転するシャリ幹に魅せられ、15 年前から手がけています。東北真柏の葉
はしょう

性だったものを、５年前に
衣替えし、太すぎた水吸いを徐々に細め、樹格向上に努めました。



真柏　 鉢：古渡雷文下方　　福舘 治（東京都）

岩手県の三陸海岸で山採りされた真柏です。国風盆栽展に出品された後、糸魚川真柏への衣替えがされています。
自生地の環境により作り出されたジンとシャリが見所です。さらなる樹格向上を目指して、精進して参ります。

皐月（大盃）　　鉢：和鉢　　陳 怡（Chen Yi）（上海市）

年月の経過を物語る太幹には日本の盆栽を引き継いでこられた先人の苦労がつまっているように思います。私も中国の一作家
として、盆栽のみならず、盆栽を作る「人」を育てられるよう精進して参りたいと思います。

杜松

鉢：和長方

吹田 勇雄（宮城県）

文人盆栽としての素材
の良さに一目惚れし、
さらに改作を試みまし
た。「文人に始まり文
人に終わる」との言葉
を残された、故中郡英
夫先生の教えを胸に、
少ない枝の中でも右中
間部の枝をジンにし、
上部の屈曲した頭部の
幹を生かして枝の長短
を整えて作りました。

五葉松

鉢：行山楕円

阿部 健一（福島県）

実生から 30 年手がけ、1988 年
の春に鉢上げし、秋に最初の整
形をして双幹の姿を作りました。
その後、幹を調整し芯を切り、
枝を立ち上げ、現在の樹冠部と
なりました。幹の流れを強調す
る為、前と左脇の枝を外し、裏
枝も奥行が出るように整えまし
た。上部に風を感じるような作
りとしています。
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